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黒色のまだら模様

イヌマキの葉を食い荒らす害虫「キオビエダシャク」
が異常発生しています。

右の図のように昼間でもどこでも飛び回って
います。
紫原でも、どこでもこの蝶のような「が」
がどこでも見受けられます。

オレンジ色

★七丁目も庭に「イヌマキ」を植えている家庭が相当あります。

・市役所にお尋ねしました。
害虫用の薬剤は町内会に配布できないのかと・・お尋ねしました。

・市の方としては、薬剤は準備できないが

消毒用の（背負い式）の防御機器は貸出できます。

【発生したらどうやって防除するの】
・木をゆすって落ちて虫を捕殺します。
・木の根元の土中に茶褐色のサナギがいますので

掘り起こして捕殺します。
もし、幼虫が大発生している場合は、薬剤散布が効果的です。

【自分で散布する場合】
農林事務所　谷山支所　谷山農林課　269-8484に

防御機器の貸し出しを申し込みます。
・薬剤は農協、園芸専門店、ホームセンター等で購入できます。

　薬剤名は「トレボン乳剤」か「スプラサイド乳剤」4000倍1500倍で薄める
・スプラサイド乳剤は劇薬のため、購入の際、印鑑が必要です。

【自分で散布できない場合は】
社団法人鹿児島県造園建設業協会（☎251-0180）
にご相談されると、薬剤散布の造園業者を紹介します。
ただし、業者による薬剤散布は有料となります。

7月23日（日）に町内のゴミステーションの一斉の掃除を実施
します。と同時に町内のカーブミラーの清掃も実施する。

日時　平成29年7月23日（日）8時30分
北公園に全員集合し説明後一斉掃除
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